
皆様、明けましておめでとうございます。平成最後の年、最初のニュースレターにあたりご挨拶をさせて頂きます。
昨年は、７⽉豪⾬をはじめ⾮常に災害の多い年でした。年末年始のご挨拶、様々な集まりに伺っても話題は常に

「災」が冒頭に挙がっていたように思います。本年は、是⾮とも災害の少ない年に、との願いを持ちつつ、発⽣した
際にはしっかりと対応できるよう事務所⼀丸となって事前に備え、地域の皆様のご協⼒も頂きつつ取り組んで参りた
いと思います。
さて、ちょうど１年前にスタートしました「⾶騨びとリレーメッセージ」も１年間で12名（以下⼀覧参照）の⽅に

お話を伺いご紹介をさせて頂きました。ご協⼒頂きました皆様、また記事をご覧頂いた皆様ありがとうございます。
12名の⽅々、それぞれのお⽴場でそれぞれの想いをお話し頂きましたが、以下のような部分について、共通する部

分や似たようなお考えのものもあったものと感じております。
◇ ⾶騨には魅⼒があり、またその魅⼒を秘めた資源がある。それを広く伝え関⼼を
持ってもらうこと、更に磨き、再発掘すること、各地の独⾃の魅⼒が連携し相乗
効果をもつことが必要

◇ ⾶騨の⼟地・場所、そのものに地の利がある。⼤都市から遠い、雪深く⼭深い
ことをデメリットではなく、どこにでも⾏ける中⼼地・クロスロード・ハブ、
他にはない気候等を持つ特別な地としてとらえ、活かすべき

◇ ⾶騨の特徴を活かし、⾶騨地域外の消費や資⾦、いわば外需を取り込んでいく
べき。⼈⼝減少･労働⼒減少等の課題に対し、交流⼈⼝を増やし、⻑く滞在する
⽅を増やし、⾶騨ブランドを創出し、⼈⼝減少先進地⾶騨の取り組みが、⽇本
の活⼒となるべき

◇ これらを成し遂げるためには、⾶騨域内外の「地域間連携」が重要であるととも
に、⽇本各地そして世界の⽅々が、「安全、安⼼に交流・来訪できる⼿段」が必要

「地域間連携」を⽀え「安⼼、安全に交流・来訪できる⼿段」を提供すること、これら⾶騨地域の皆様⽅が期待さ
れていることこそが我々⾼⼭国道事務所として取り組む道路の整備、管理のなすべき仕事、役⽬だと思っております。
これらの役⽬をしっかりと果たせるよう、本年も職員⼀同頑張って参ります、引き続きよろしくお願いいたします。
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国道41号石浦バイパス宮峠トンネル工事が無事貫通したことを受けて、本工事
の施工業者であるアイサワ工業（株）より、トンネル工事現場が地元である中学
校の３年生に対して貫通石が配布されました。

トンネル工事は無事貫通しましたがまだ工事は続きます。今後も地域の皆様に配
慮しながら工事を進めて参りますので、引き続きご協力の程、よろしくお願い致し
ます。

配布に至った経緯

高山市久々野支所のご協力をいただきまして、久々野中学校の３年生（３３名）
の皆様に対しましては、アイサワ工業（株）から貫通石を直接手渡しする授与式を
久々野支所にて１２月２１日（金）に実施しました。

貫通石は意思（石）を貫くという意味で受験のお守りとして用いられております。
トンネル工事では地域の皆様に大変ご協力いただきましたので、トンネル工事の
地元である中学校３年生に対して、施工業者であるアイサワ工業（株）より感謝
の気持ちを込めて、貫通石を配布することとなりました。

久々野中学校３年生の皆様への貫通石授与式

トンネル工事の流れについて説明

＜参考＞ 宮峠トンネル事業については下記ＵＲＬをご参照願います。

高山国道事務所ＨＰ http://www.cbr.mlit.go.jp/takayama/gaiyou/miyatouge.html

※ 一般の方への貫通石配布は行っておりませんので、ご了承願います。

生徒一人一人に直接手渡し

＜配布先＞

宮中学校３年生 ２１名
久々野中学校３年生 ３３名
朝日中学校３年生 １５名
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